
作業療法学科授業紹介「２学年後期：地域作業療法学実習」 

 

 この授業では、高齢化における様々な課題に作業療法士として対応するための知識、支援

法を学ぶことを履修内容としています。学生は実際の地域住民（高齢者や障害者）に対して

健康寿命の延伸を目的とした「健康体操やレクリエーション」を企画し実践します。 

今年は旭川市のシニア大学大学院、百寿大学、市民大学との交流会（計４か所）を実施し

ました。世代が離れた高齢者との交流を通して、社会人としての基本的態度や相互理解を深

めることができました。 

交流会当初より声の聞こえの問題や説明力の未熟さが露呈し苦慮する学生が多くみられ

ましたが、地域高齢者に温かく受け入れられ「楽しかった」「また来年も来てほしい」「将来

立派な作業療法士になって欲しい」など多くの励ましの言葉を頂きました。 

 

文責 作業療法学科学科長 川上和敏 
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